
　
町
内
会
で
の
消
火
器
の
点
検
・
交

換
・
消
火
訓
練
や
地
域
で
の
夜
回
り
、

回
覧
板
で
の
防
火
・
防
災
の
お
知
ら
せ

45

自
主
防
災
組
織
の
作
り
方

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
が

自
主
防
災
活
動
な
の
で
す
。
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
意
識
を
み
ん
な
が
持
つ
こ
と
が
組
織

の
結
成
の
出
発
点
に
な
る
の
で
す
。

共
助

自
主
防
災
組
織
で
地
域
を
守
る

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

は
、
自
分
や
家
族
だ
け
が
安
全
と
い
う
だ
け
で
は
本
当
の
安
全

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
が
安
全
に
な
り
、

は
じ
め
て
自
分
や
家
族
が
安
全
に
な
れ
る
の
で
す
。

　
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
の
連
帯
感
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
「
共
助
」

の
基
礎
と
な
る
自
主
防
災
組
織
は
、
自
主
的
に
結
成
さ
れ
る
組

織
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
行
政
機
関
が
機
能
す
る
ま
で
の
時

間
、
自
ら
の
地
域
を
守
る
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

平
常
時
の
活
動

日
ご
ろ
か
ら
ご
近
所

　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

消
防
団
O
B
を
中
心
に
住
民
間
の

　
　
　
　信
頼
と
地
域
の
連
携
を
強
化

西
胡
麻
地
区
消
防
協
力
隊

　
　
　
　

　
　
　
　
　隊
長

　平
野

　義
男
　さ
ん

　
組
織
を
結
成
す
る
と
い
う
と
大
変
に

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
自
治
会
や
町
内

会
な
ど
の
中
に
防
災
部
な
ど
を
設
け
て

組
織
化
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
組
織
結
成
の
手
順
な
ど

は
、
市
役
所
総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
規
約
や
役
割
分
担
の
例
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
、
市
や
消
防

署
な
ど
と
協
力
・
支
援
で
き
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
情
報
、
活
動

の
支
援
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は
平
常
時

と
災
害
時
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
下
の

表
は
西
胡
麻
地
区
消
防
協
力
隊
（
日
吉

町
）
が
行
っ
て
お
ら
れ
る
活
動
の
事
例

で
す
。

　
地
震
や
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
救
出
・
救
援

活
動
や
延
焼
防
止
の
た
め
の
初
期
消
火

活
動
、
消
防
機
関
へ
の
支
援
、
住
民
の

避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

平
常
時
に
は
防
災
啓
発
や
消
火
・
避
難

訓
練
、
地
域
の
消
防
施
設
の
点
検
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
と

き
、
北
淡
町
（
当
時
）
で
は
、
自
衛
隊

が
到
着
し
た
と
き
に
は
救
助
は
ほ
ぼ
終

了
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
日
ご

ろ
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
持

ち
、
人
の
所
在
を
把
握
し
て
い
た
た
め

住
民
自
ら
が
助
け
合
い
、
効
率
的
に
救

助
が
で
き
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
八
木
町
南
地
区
で
は
、
緊
急
時
の
運

搬
車
両
や
救
護
な
ど
具
体
的
な
役
割
分

担
を
作
り
、
災
害
に
備
え
る
体
制
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
避
難

の
際
に
助
け
が
必
要
と
な
る
方
を
把
握

し
て
、
住
民
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な

ど
、
気
軽
に
声
を
か
け
合
い
、
近
所
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

お
く
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
強

い
力
を
発
揮
し
ま
す
。

自主防災組織の結成手順

自主防災組織の結成

※自治会などを利用して組織を結成する方法
を事例に、具体的な結成手順を紹介します。

自主防災組織の結成につい
て、自治会に提案する

結成準備を行う担当者を決める（防災活動
の経験がある人を選ぶのが望ましい）

広報なんたん6・7月号 広報なんたん6・7月号

▲八木町南地区の水防訓練

1

2
自主防災組織の基本的な事項について、案
をまとめる
①組織の形態の決定   ②組織の編成案の作成
③役員の人選         　④規約案の作成
⑤活動計画案の作成   ⑥収支見込み

3

まとめた案を自治会の総会
などで討議、可決する

災
害
時
の
活
動

●西胡麻地区消防詰所に待機し、消防団
員と連絡を取り合って、必要な機材器
具・物資を供給
●消火栓などを使った初期消火
●消防団・消防署が活動しやすいように現
場の交通整理や水利への誘導
●被災者の避難誘導
●災害による被害を軽減するための初期
活動

4

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

　
　自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に

八
木
町
南
地
区
自
治
会

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　会
長

　益
田

　莞
爾
　さ
ん

　
八
木
町
南
地
区
自
治
会
に
は
水
防
要

員
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
28
年
に

受
け
た
水
害
を
教
訓
に
、
そ
の
翌
年
に

先
輩
方
が
結
成
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。

　
現
在
、
各
区
か
ら
選
出
し
た
１
０
０

人
の
要
員
が
い
ま
す
。
毎
年
１
回
、
６

月
に
地
元
消
防
団
と
一
緒
に
園
部
消
防

署
の
指
導
で
土
の
う
積
み
の
水
防
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
動
な
ど

の
サ
イ
レ
ン
信
号
の
種
類
や
集
合
場

所
、
電
話
が
不
通
に
な
っ
た
場
合
の
伝

令
方
法
、
住
民
の
避
難
場
所
な
ど
の
確

認
も
行
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
災
害
時
に

は
、
一
部
の
地
区
の
水
防
要
員
が
八
木

町
（
当
時
）
の
要
請
を
受
け
て
出
動

し
、
地
域
を
守
り
ま
し
た
。

　
南
地
区
の
住
民
は
、
防
災
に
対
す
る

意
識
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
緊
急
時
の

役
割
分
担
や
、
助
け
が
必
要
と
な
る

方
々
の
把
握
、
地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
医
師
や
看
護
師
な
ど
と
の
連
絡
体
制

な
ど
、
区
ご
と
に
確
認
表
を
作
成
し
て

有
事
に
備
え
る
と
と
も
に
、
市
役
所
と

の
連
携
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
主
防
災
の
活
動
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
を

合
言
葉
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
西
胡
麻
地
区
消
防
協
力
隊
は
、
平
成

11
年
６
月
に
結
成
し
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
隊
員
は
消
防
団
員
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に

37
人
で
す
。

　
結
成
す
る
き
っ
か
け
は
、
近
年
、
地

元
消
防
団
員
の
勤
め
先
が
広
域
に
な

り
、
い
ざ
地
元
で
災
害
が
起
き
た
と

き
、
す
ぐ
に
消
防
団
員
が
駆
け
つ
け
て

く
る
と
い
う
体
制
が
と
り
に
く
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
自
主
防
災
組

織
を
日
吉
町
で
最
初
に
結
成
。
消
防
団

Ｏ
Ｂ
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
消
防
団
活
動
が
生
か
さ
れ
、
行

政
や
消
防
署
な
ど
と
の
連
携
も
と
り
や

す
く
、
結
成
後
の
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
消
防
団
に
よ
る
地
域

の
防
火
活
動
や
災
害
時
の
救
援
活
動
を

後
方
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地

元
自
治
会
や
消
防
署
と
協
力
し
た
、
防

火
座
談
会
や
消
火
栓
・
消
火
器
の
取
り

扱
い
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
誰
が

地
域
を
守
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
行
政
や
消
防
団
だ
け
を
頼
り
に
せ

ず
、
ま
ず
は
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
災
害
に
立
ち
向
か
う
体
制
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
住
民
間
の
信
頼

と
地
域
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
万

一
の
場
合
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集・災害からまちを守る

西胡麻地区消防協力隊の主な活動例

守守

●防火啓発活動
●独居老人世帯の把握
●水利および水利組合役員の把握
●消防協力隊員の確保
●初期消火訓練
　の実施
●普通救命講習
　会の開催（写真）
●防火座談会の
　開催


